
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 6 月 23 日（水）、麻生太郎（あそう たろう）副総理兼財務大臣に対して、航空

連合と JR 連合・サービス連合の 3 産別が合同で、雇用維持に関する財源確保

と産業に関する安定的な支援を求めました。 

 要請には、航空連合政策議員フォーラムの稲富 修二（いなとみ しゅうじ）    

事務局長も同席し、航空関連産業の現状を大臣に直接伝えました。 

 麻生大臣からは「雇用調整助成金は企業にとって効果が大きく、今後も検討

しなければならないと認識している。また、ワクチンの普及によって、状況も

変わってくるだろう。」との受け止めが示されました。 

 

 

今後も産業の枠を越えて連携を図るとともに、産業の存続、雇用の確保に  

向けて、積極的に要請をおこなっていきます。 
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左から）島会長、後藤 サービス連合会長、荻山 JR 連合会長、 

麻生太郎（あそう たろう）副総理兼財務大臣、大塚参議院議員、榛葉参議院議員、 

稲富修二（いなとみ しゅうじ）衆議院議員・フォーラム事務局長 


